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兵庫県保険医協会

北播支部

ニュース

患者さんの助けになる制度を知る患者さんの助けになる制度を知る

第35回支部総会 ・記念講演を開催第 35 回支部総会 ・記念講演を開催

（2面へつづく）（2面へつづく）

「高額療養費など医療者が知っておくべき制度は多い」と阿江先生

　北播支部は６月 22 日、小野市内で第 35 回支部総会を開催。総会議事では林武志先生（西

脇市）が新支部長に、新世話人に木原章雄先生（西脇市）・足立了平先生（三木市）がそれ

ぞれ選出された。林新支部長は「北播地域の先生方の意見を汲み上げ、活発な支部活動を展

開したい」と就任にあたり抱負を述べた。記念講演では「患者さんの負担軽減のために！知っ

て得する医療・福祉の役立つ制度」と題し神戸女子大学講師の阿江善春先生が講演。会員ら

17 人が参加した（2面に新役員一覧）。

 　講師は、加東市で起こった老老介護殺人（2016 年に 82 歳の夫が認知症の妻を絞殺した
事件）に触れ「痛ましい事件だったが、夫は精神的に追い詰められていたことも事実。他者
が適切に介入することで、たとえベストでなくとも、ベターを探して一緒に考え動くことが
できる関係性が重要でないか」と問題提起。考える際の具体的視点として①高額療養費、②
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傷病手当金、③資格喪失後の給付、④障害年
金との兼ね合い、⑤各障害手帳と手当金等を
提示。各制度を生活弱者の視点から詳説した。
　また、講師は「患者さんの生活を守るため
に、３福祉（高齢、障害、児童）、５保険（医
療、年金、雇用、労災、介護）を上手につな
げて活用することが重要」「医療費や介護サー
ビス利用料の負担が軽減されたり、手当が受
けられる公的制度について、的確なアドバイ
スができることは、患者さんの生命と健康を
守るのみならず、医療機関に対する信頼にも
つながる。医療者こそ各制度を大いに学んで
取り組んでほしい」と呼びかけた。
　参加者からは「個人の学びと職種間連携が
重要であると感じた」「制度を知ってもらう
ためにもっと現場での患者さんとのコミュニ
ケーションを強めたい」などの感想が出され
た。
　総会終了後の懇親会では、講師を囲んで楽
しく会食。参加者全員が自己紹介がてら「座
右の銘」を紹介するという趣向で大いに盛り
上がった（次号感想文を掲載予定）。

　北播支部は６月１日、小野市内で市民公開企画「私たちの『水』が危ない !?　水道法改

正後の未来を考える」を開催。話題提供者にＮＰＯ法人アジア太平洋資料センター（ＰＡ

ＲＣ）共同代表の内田聖子氏を迎え、会員、市民ら 60 人が参加した。座長を務めた西山敬

吾先生の感想を紹介する。

　本企画は、昨年秋に成立した改正水道法の影響を考えるために開催したもので、第１部
では映画『最後の一滴まで～ヨーロッパの隠された水戦争』（２０１８／ギリシャ）を鑑
賞した。水道民営化後の欧州の実情と再公営化の流れを描いた本作は、あるポルトガルの
中堅都市が、水道使用量が予測より少なかったとして、上水道を運営する多国籍企業から
１億 7200 万ユーロ（約 210 億円）の補償金を請求され、支払いには 500 年以上かかる…
といったエピソード等が満載であった。
　第２部では、内田氏より「ヨーロッパの教訓から見える日本の水の行方」と題し話題提
供いただき、参加者で意見交換した。
　北播地域は有史以前よりの農耕地域であり、農業用水を含めた上水は地域全体の共有資
産として大切に運営・管理されてきた歴史がある。営利目的の外資の介入等が予想される
今回の水道法改正は、昨年の市民公開企画だった「種子法廃止」同様、国政レベルでは国
益を守れなかった事例に該当するとはいえ、命を支える水の供給システムは、地域社会の
成員が、民主主義が通用する地方行政とともにまもっていかなければならない資産である
ことを、参加者全員で再確認できたことは有意義であった。
　農繁期直前の開催としては予想以上の参加者数となり、また北播５市１町の市町会議員、
行政の水道担当者等の参加もあり喜ばしい次第であった。

市民公開講座 ・感想文市民公開講座 ・感想文

　　地域で 「水」 をまもろう地域で 「水」 をまもろう
小野市　西山　敬吾小野市　西山　敬吾

多くの市民が「水道法」について学び・交流した（左手前が筆者）

本年度もよろしくお願いします　北播支部　世話人一同

　北播支部役員体制（2019.06 ～ 2021.05）　
　支部長　　　林　　武志 ( 西脇市 )　
　副支部長　　曽野　瑞弘 ( 加東市 )　
　世話人　　
　( 三木市 )
　神澤　正三　村上　直樹　中村　正樹　足立　了平（歯科）
　( 小野市 )
　西山　敬吾　坪田　　徹　柏木　有二　横田　裕一（歯科）
　( 加東市 )
　田渕　　光　桂　　正剛
　( 加西市 )
　鍵岡　　朗
　( 西脇市 )
　柳井　映二　木原　章雄

林新支部長（写真㊤㊨）が就任あいさつ

懇親会場で阿江先生（写真㊦前列㊧）を囲んで


